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組織現勢（３月１日現在）

組　合　員　数 20，285 人
出　資　口　数 116，602 口
２月の新規加入 22 人
２月の増資口数 5,188 口

　

３
月
５
日
㈰
、
多
摩
川
ガ
ス
橋
下

（
大
田
区
側
）
で
、
第
７
回
早
春
駅

伝
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
全
２６
チ
ー
ム
が
エ
ン

ト
リ
ー
。
１
チ
ー
ム
４
人
で
１
人

２
・
５
㌔
、
４
人
で
計
１０
㌔
を
走
り

ま
す
。

　

各
チ
ー
ム
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を

込
め
て
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
い
き
ま

し
た
。
当
日
は
、
終
始
快
晴
で
ラ
ン

ナ
ー
に
と
っ
て
は
少
し
暑
い
ぐ
ら
い

の
陽
気
で
し
た
。
参
加
し
た
「
ド
ル

フ
ィ
ン
と
す
ず
ら
ん
チ
ー
ム
」
で
は

水
泳
の
障
が
い
者
ク
ラ
ス
の
会
員
さ

ん
が
２
人
出
場
し
、
が
ん
ば
っ
て
完

走
し
ま
し
た
。
会
場
は
大
き
な
声
援

と
温
か
い
拍
手
で
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん
、
当
日
の
要

員
で
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
来
年

も
ま
た
元
気
に
会
い
ま
し
ょ
う
！

駅
伝
タ
イ
ム
は
２
面

　

今
年
は
憲
法
施
行
７０
年
で
す
。
城

南
保
健
生
協
は
、
明
確
な
姿
勢
を

も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
「
平

和
で
な
け
れ
ば
健
康
は
あ
り
え
な

い
」
か
ら
で
す
。

　

こ
の
間
、
東
京
南
部
法
律
事
務
所
、

東
京
南
部
生
協
と
共
催
で
、
「
大
憲

法
カ
フ
ェ
」
や
「
憲
法
学
習
会
」
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
南
ス
ー
ダ

ン
へ
の
自
衛
隊
派
遣
中
止
、
辺
野
古

新
基
地
建
設
撤
回
、
そ
し
て
な
に
よ

り
も
安
保
関
連
法
（
戦
争
法
）
の
廃

止
に
向
け
て
、
引
き
続
き
力
を
合
わ

せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

い
っ
し
ょ
に
声
を
あ
げ
、
ま
た
学

習
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

　

︱
︱
＊
︱
︱
＊
︱
︱
＊
︱
︱
＊

　

５
月
３
日
㈬
は
﹁
５
・
３
憲
法
集

会
﹂
で
す
（
有
明
・
東
京
臨
海
防
災

公
園　

12
時
～
）
。

　

テ
ー
マ
は

�
日
本
国
憲
法
を
守
り
生
か
し
、
不

戦
と
民
主
主
義
の
心
豊
か
な
社
会

を
め
ざ
し
ま
す
。

�
２
度
と
戦
争
の
惨
禍
を
繰
り
返
さ

な
い
誓
い
を
胸
に
、
戦
争
法
の
廃

止
を
め
ざ
し
ま
す
。

�
沖
縄
県
民
と
思
い
を
共
に
し
、
辺

野
古
新
基
地
建
設
の
撤
回
を
求
め

ま
す
。

�
被
災
者
の
思
い
に
寄
り
添
い
、
原

発
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

な
ど
で
す
。

　

そ
し
て
、
８
月
６
日
㈰
は
「
憲
法

こ
そ
宝
も
の
！　

～
も
っ
と
知
ろ
う

　

憲
法
の
こ
と
」
と
題
し
て
、
伊
藤

真
弁
護
士
の
講
演
と
松
元
ヒ
ロ
さ
ん

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
〝
「
憲
法
く

ん
」
が
や
っ
て
く
る
〟
を
開
催
し
ま

す
。
会
場
は
大
田
区
民
ホ
ー
ル
・
ア

プ
リ
コ
大
ホ
ー
ル
。
参
加
費
は
５
０

０
円
で
す
。
東
京
南
部
法
律
事
務

所
・
東
京
南
部
生
協
・
城
南
保
健
生

協
の
共
催
企
画
で
す
。

　

︱
︱
＊
︱
︱
＊
︱
︱
＊
︱
︱
＊

　

先
日
、
高
校
生
の
娘
が
高
校
の
研

修
合
宿
で
長
崎
と
沖
縄
に
行
き
ま
し

た
。

　

家
に
帰
っ
て
来
て
「
楽
し
か
っ

た
？
」
と
聞
く
と
、
「
楽
し
く
は
な

い
。
た
だ
と
っ
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。

頭
が
混
乱
し
て
、
今
ま
で
こ
ん
な
に

い
ろ
い
ろ
考
え
た
こ
と
は
な
い
時
間

だ
っ
た
」
と
答
え
て
、
長
い
時
間
報

告
し
て
く
れ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
聞

く
と
、
長
崎
で
は
被
爆
さ
れ
た
方
の

お
話
を
何
人
も
聞
い
て
、
沖
縄
で
は

普
天
間
基
地
を
見
て
「
な
ぜ
な
ん

だ
？
」
の
疑
問
が
わ
き
上
が
っ
た
よ

う
で
す
。

　

「
多
く
の
沖
縄
県
の
人
は
、
『
な

に
人
？
』
と
聞
か
れ
て
『
沖
縄
人
』

と
答
え
る
ん
だ
っ
て
。
『
日
本
人
』

と
は
答
え
な
い
ん
だ
よ
」

　

こ
の
話
を
聞
い
て
、
「
沖
縄
人
」

の
魂
と
誇
り
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

「
日
本
人
」
と
答
え
た
く
な
い
本
土

へ
の
怒
り
も
感
じ
ま
し
た
。

　

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
日
本
人
。

原
発
も
基
地
も
、
他
の
世
界
の
こ
と

で
は
な
い
。
東
京
に
住
ん
で
い
て
も

仲
間
。
学
習
し
て
行
動
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

（
城
南
保
健
生
協
専
務
理
事

横
山
直
城
）

吉
川
英
治
の
「
三
国

志
」
は
今
で
も
多
く
の

人
に
読
み
継
が
れ
て
い

ま
す
。
時
は
３
世
紀
か

ら
４
世
紀
に
か
け
て
、

舞
台
は
中
国
大
陸
。
漢

が
滅
び
大
陸
で
は
魏
・
呉
・
蜀
の
新

勢
力
が
覇
を
競
い
合
う
時
代
へ
。
桃

園
に
集
う
３
人
の
傑
物
、
劉
備
・
張

飛
・
関
羽
が
蜀
を
起
ち
上
げ
、
統
一

国
家
を
め
ざ
す
。
そ
の
頃
の
日
本
は

邪
馬
台
国
の
時
代
。
卑
弥
呼
は
海
を

渡
り
魏
に
使
者
を
送
っ
て
い
る
。
そ

の
関
係
を
記
し
た
も
の
が
「
魏
志
倭

人
伝
」
で
す
▼
長
大
な
物
語
「
三
国

志
」
は
豪
傑
・
軍
師
が
次
々
に
登
場
。

現
在
に
も
伝
わ
る
合
戦
が
め
ま
ぐ
る

し
く
展
開
さ
れ
る
。
や
が
て
時
代
は

移
り
、
蜀
に
劉
備
・
張
飛
・
関
羽
は

す
で
に
亡
く
、
三
顧
の
礼
に
よ
っ
て

迎
え
た
諸
葛
孔
明
が
劉
備
の
子
・
劉

禅
を
補
佐
し
て
蜀
を
支
え
る
。
や
が

て
孔
明
も
五
丈
原
で
魏
軍
と
対
陣
中

に
病
死
。
三
国
は
い
ず
れ
も
第
一
世

代
か
ら
第
二
世
代
へ
。
そ
こ
に
は
も

は
や
国
づ
く
り
の
情
熱
は
薄
ま
り
、

功
名
と
保
身
を
も
っ
ぱ
ら
と
す
る
時

代
へ
変
わ
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
新
し

く
台
頭
し
て
き
た
晋
の
前
に
ほ
ぼ
時

を
同
じ
く
し
て
滅
亡
▼
さ
て
、
現
在

の
日
本
。
政
権
党
の
中
枢
に
い
る
代

議
士
の
多
く
が
第
二
、
第
三
世
代
。

先
代
、
あ
る
い
は
先
々
代
は
政
敵
を

蹴
落
と
し
、
利
権
に
ま
み
れ
な
が
ら

も
、
国
民
を
守
る
と
い
う
思
い
を
ど

こ
か
に
保
っ
て
い
た
。
し
か
し
世
襲

で
地
位
を
得
た
輩
に
は
祖
父
や
父
に

並
び
た
い
と
い
う
思
い
ば
か
り
に
駆

ら
れ
て
、
能
力
に
お
い
て
は
遠
く
及

ば
な
い
。
「
三
国
志
」
に
描
か
れ
た

第
二
世
代
に
共
通
す
る
。
能
力
に
欠

け
た
連
中
は
、
自
ず
と
家
柄
や
肩
書

き
に
こ
だ
わ
る
。
歴
史
を
見
つ
め
る

眼
も
鈍
く
、
祖
父
と
父
の
背
中
ば
か

り
が
視
野
の
中
に
あ
る
。
要
す
る
に

人
格
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
。

憲法施行70年

全チーム完走、いい汗かきました

タスキをつないで それぞれの思いを胸に

春の健康バスハイクのご案内
「絶景！　富士といちご狩り」伊豆の旅
　今回の旅は、伊豆。中伊豆ワイナリーでのワインの試飲と伊
豆フルーツパークでいちご狩り。さらに、富士山を一望できる
レストランでのお昼ご飯。そして、清流・柿田川の源「わき間」
のある柿田川公園を散策します。沼津で海産物のお買い物も楽
しめる、盛りだくさんの旅をご一緒にいかがですか？

【日にち】　４月23日（日）雨天決行
【定　員】　１４０名（バス３台）定員になり次第締切

【参加費】　大人　7,000円

＊昼食付き（しらす釜まぶし御膳）
　です！

＊詳しくは
　折り込みチラシか生協本部まで

青空の下、さわやかな風を受け
タスキをつなぐ　全26チーム完走

城
南
保
健
生
協
は
、
安
保
関
連
法（
戦
争
法
）の
廃
止
と
立
憲

主
義
を
取
り
戻
し
、
憲
法
９
条
を
守
る
共
同
の
輪
を
大
き
く

広
げ
ま
す
!!
　
（
２
０
１
６
年
度
総
代
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
）


